
令和 6 年 3 月 31 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞ 活動の様子の写真 成果物の写真

活動場所 京葉流通倉庫株式会社様倉庫内

実施日程 月曜日から金曜日の平日ほぼ毎日

実施した生産活動・施設外就労の概要

お中元やお歳暮など贈答品としての食品アッセンブル業務

利用者数　等 一日あたり3～4名

＜目的＞
地域連携活動のねらい 地域にとってのメリット

地域連携先となる施設外就労先企業へ業務及び作業者を提供することで

企業の事業貢献と地域の発展へ寄与することを目的とする。

対象者にとってのメリット

食品加工物の取り扱いや納期・日次目標の進捗管理を意識した業務なので、

集中力とチームワークを同時に向上する機会をいただいている。

＜成果＞ 実施した結果 得られた成果 活動内容の追加コメント

請負4年目となり、施設外就労先として安定した人員を投入できる信頼関係を 一般就労へ導くための訓練という観点からすると、チームワークや現場ルールの

引き続き構築できた。 遵守、安全面を考慮しながら労働効率を図るといった複合的な仕事要素があり、

引き続き京葉流通倉庫様のお役に立ちながら参加可能なキャストの育成ならびに

課題点 作業におけるスピードやクウォリティはある一定レベルを 職場内フォローアップに努めていきたい。

要することもあり、配置可能キャスト数が不足している。

担当が替わり２年が経ちました。キャストさんの中には４年目の方も数名いらっしゃり大事な戦力です。
皆さんの力量も大体わかってきてメンバーや人数で一日の上げ高の予想もつくようになりました。
ゼリーの細⾧いシールを手で巻く作業を中心にお願いしていますが、スタッフの方に適正を見て貰いながら
少しずつ他の業務を覚えて頂き、それが彼らの自信に繋がっていけば嬉しく思います。

連携先企業名 京葉流通倉庫株式会社（笹目営業所） 担当者名 後藤　加代子

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書
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